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1．『農林業問題研究』第 58 巻第３号（第 227 号）の発刊案内
1-1 目次

＜研究論文＞
The Impact of Elite Farmers on Cocoa Pests and Diseases in Ghana and Côte d’Ivoire
Adams Aziz Abdulai, Motoi Kusadokoro, Atsushi Chitose, Masaaki Yamada

労働観の形成による農業への定着―進路選択の制約をきっかけに農業に従事し始
めた青年の事例から―.
鈴木 淳

＜個別報告論文＞
自給飼料給与乳製品の購買における情報処理プロセスと価値意識―諸要因の因果
関係の解析による販売方策の提示―
澁谷美紀
EC サイトのレビューデータに基づいた牛肉の部位別消費者評価の特徴
服部明彦・加藤弘祐・山本淳子
農業法人による地域農業への貢献意識と取り組み -全国アンケート調査の分析長命洋佑・南石晃明
障がい者の農業就労に向けた支援活動の実態と課題－三重県における支援者養成
講座修了者を対象に－
飯場聡子・山端直人
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スリランカ山岳地域における農作物取引 -農作物の貯蔵性と立地特性に着目して岡庭 なぎさ・千年 篤・草処 基
＜書評リプライ＞
「自然と共にある農業」という提案の含意 -大原興太郎さんの論評に励まされて〈筑波書房・2021 年 1 月 31 日〉評者：大原興太郎（第 58 巻・第 1 号）
『食育の理論と教授法 善き食べ手の探求』〈昭和堂・2021 年 3 月〉評者：山田伊
澄（第 58 巻・第 2 号）.
上田遥

１−２ 編集後記

私事ですが，育児休暇を取りました．
この休暇中は無給となるので，
「専業主夫」
を体験することになりました．不思議な
もので，
「専業主夫」となると家族におけ
る位置がガラリと変わり，フェミニズム
の議論を「体で知る」に近い体験となりま
した．育児・家事の全面負担に加え，ムラ
（農村に居住しています）の用務も求め
られ，時間的にも体力的にも大変です．ま

た，相方に必要な出費を「お願いする」こ
とになりますが，
「お願いする」だけでも
かなり苦痛です．言い出したらきりがあ
りませんが，逆に何が問題かは容易に文
章化できません．その意味で，男性の育児
休暇取得は日本社会として必要なことと
思います．農村社会に関する研究も変わ
るのではないかと思います．
（２歳児の父）

２.地域農林経済学会 国際ミニシンポジウムの案内
2-1.スピーカーの紹介
会長あいさつ;浅見淳之先生(地域農林経
知学院大学)
済学会長・京都大学) ，谷口吉光先生(日
報告者；マッテオ・メッタ(ピサ大学・ジ
本有機農業学会長・秋田県立大学)
ェント大学) ，梅津千恵子(京都大学) ，
座長；マハラジャン・ケシャヴ・ラル(広
三浦憲(京都大学)
島大学)
コメンテーター；南石晃明(副会長・九州
司会；増田忠義(近畿大学)，関根佳恵(愛
大学)
2-2.報告要旨と経歴
Presentation 1: Innovations for
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each offers its own vision of the concept.
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research experiences in arid and semi-arid
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★編集後記
会員相互のよりよいコミュニケーションにむけて、皆様からのご意見やご要望、ご提案をお待ちしております。
組織・広報担当常任理事（堀田 学 horita@fpu.ac.jp または辻村英之 tsujimura.hideyuki.8m@kyoto-u.ac.jp）まで、積
極的にお知らせ下さい。（M.H.）
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